
令和元年度 第 5 回理事会 

令和 2 年 3 月 メールにて 

Ⅰ 会 場： 新型コロナ感染症拡大予防の為 メール会議 

Ⅱ 出席者： 三島   錦織  領家  荒木  恒松  新田  鳥谷  高野  渡辺  赤沼 

朝倉  角(瑞)  豊田  角(和)  吉岡  渡部  横田   （  委任） 

Ⅲ 報告事項 

  ≪総務≫ 

   ・会員の動向 452 名（入会 25 名） 令和 2 年 3 月 26 日現在 

  【設代表者会議】 

日 時：令和 2 年 1 月 18 日（土）14 時 30 分より 

会 場：ビッグハート出雲 茶のスタジオ 

テーマ：「検査室以外での検査の管理や病棟業務について」 

アンケート結果報告 高野 

島根大学附属病院検査室 吉野功氏 

浜田医療センター 平岡健吾氏 

島根県健康福祉部 松林あずさ氏 

県内の検体検査の精度管理の状況、検査室外での検査の管理状況の報告を行った。参加された会員か

らは県内の病院や診療所では検査室内での標準作業書や作業日誌・台帳などの作成はかなり進んでいる

が、検査室外での管理はまだ準備できていない状況で、今回施設発表として島根大学医学部検査室、浜

田医療センター検査室の講演は今後各施設が検査室以外の検体検査管理を進める上で参考になったと感

想をいただいた。 

また法改正を受けて、「医療監視をする立場からとして」出雲市保健所の臨床検査技師の講演が行われ

た。「監査する側のお話も詳しく説明があり良かった」「行政側に直接質問、回答を得られるのは良かっ

た」などの感想があった。 

また今後のテーマとして管理加算、DPC 医事に関する話、精度管理、中堅職員のマネジメント、医療監

視（立入検査）を受けて指摘事項などの検討会、他施設での対応などについてご意見要望があった。 

 

≪企画≫ 

   

  ≪学術≫ 

  【研修会】 

   ・ 2 月  1 日   輸血細胞治療部門研修会   参加者 38 名 

   ・ 2 月 15 日   病理・細胞部門研修会    参加者 18 名 

   

  ≪事務局≫ 

  【定期総会】 令和 2 年 6 月 7 日（日） ゼブラ棟 だんだんにて開催予定 

 



≪会長≫  

1.  島根県医師会への情報提供 

2020.2.14 LD と ALP の IFCC 法変更について情報提供を行い、会員への周知を依頼 

 

2.  日臨技全国幹事連絡会議（2020.1.25）および中四国支部幹事会（2020.2.1）報告 

・ 生涯教育推進研修会：R2 年度より、1 研修会、定額 3 万円＋参加者 1 名あたり 500 円（最大 5

万円）補助に変更 

・ 検査と健康展：臨床検査や臨床検査技師に関する正しい知識の普及、啓発を目的に企画（健康

展主体の企画は避ける） 

・ 地域ニューリーダー実践講習会：R2 年度より第 2 期 新たな人材を推薦 

・ 初級・職能開発講習会：卒後 3～10 年目対象、定額 5 万円＋参加者 1 名あたり 1,000 円日臨技

が補助 

・ ベッドサイド研修会：R2 年度は中止し、内容の見直し 

・ R2・3 年度日臨技理事候補：島根県からは錦織副会長を推薦 

・ 検体採取指定講習会終了：修了者 59,965 名（会員受講率 77.9%）、島根県 345 名（77.2%）、今

後の開催は未定 

・ 新施設認証制度：日臨技サーベイと一体化する方向。 

・ R2 年度中四国支部学会（徳島県）：特別企画決定 

・ 2019 年度支部学術奨励賞候補 3 名選出、日臨技へ提出 

・ 来年度以降の支部研修会担当県の確認 

 

 

Ⅳ 審議事項 

1. 島臨技過去の写真について（赤沼） 

島臨技広報部に過去のニュースのために撮影された写真が残っている。 

（ネガ 50 本～100 本弱）富士フイルムが 1 本 400 円でデジタル化してくれるそう 

なので、これを機会にデジタル化をしてはどうか？ 

 

2. 令和 2 年予算案 

 

 

Ⅴ 次回理事会について     

      未定 （今後の新型コロナウイルス感染の状況を見て連絡し決定） 


